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　　平成 年の公職選挙法の改正により，年齢満 年以上の者が選挙に参加することが

　　出来るようになった。今回はその選挙の速報について仕組みを探っていく。

　

目標：もうすぐ参加する選挙を数学的に考察する力や 求めた結果と

　　 見出した事柄を結びつけることで，発展的に考える力を養う

選挙が行われた後，各テレビ局で選挙速報の番組が放送される。そこでは開票率が１％

や０％で候補者の当選確実（当確）を出すことがある。なぜほとんど開票していないのに

当確を出すことが出来るのか。
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　　　各テレビ局では，開票前に独自の調査を行っており，その一つ

　　に出口調査というものがあります。これは，投票場に行き，誰に

　　投票したかを調査するものです。

　投票所の出口で無作為に何人かの有権者に投票した人を調査して，その結果をもとに

実際の投票結果を推測している，ということである。では，

　出口調査でどのくらい得票できていれば，開票率０％で当確を出せるのか，

考えよう。

　　　　　条件：　有権者１０万人

　　　　　　　　　候補者はＡ，Ｂ，Ｃの３人

　　　　　　　　　もっとも得票数が多い１名を当選とする

　　　　　　　　　Ａの得票率を （ 時の時点では不明）

　　　　　　　　　出口調査の 人での得票率を （ 時前から集計済）

　ここでは“信頼区間”というもので当確かどうかを評価します。
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　　※信頼区間について　⇒　教科書１５９ページ

　　　問：Ａさんが確実に当選するには，１０万人の有権者に対して

　　　　　どれくらいの割合で得票すればよいか。

　　　　　　 ％以上　

　例えば，出口調査でのＡさんの得票率が５０％のとき，実際の得票率はどのくらいと予

想できるのか，考えよう。

　 ， として信頼区間を求め，そこからわかることを

考えよう。ただし有効数字を３ケタとする。

②において， のとき，　　　　　　≦ ≦　　　　　

　　　　　　 のとき，　　　　　　≦ ≦　　　　　

　　　　　　 のとき，　　　　　　≦ ≦　　　　　

　得られた信頼区間からＡの候補者の当確についてわかることを考察しよう。２

　他の班の発表のなかで自分の考えには無かった内容を記入しよう。

　さらに，以下の内容を調べてみよう。

のときの信頼区間

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

　　　 のとき　　　　　　　　≦ ≦　　　　　　

次に， がそれぞれの値での信頼区間の最小値を求めてみよう。　

今まで調べらことを踏まえ，当確が出せる条件を考えよう。３

　　　結論

この授業で考えたこと，もっと調べてみたいと思ったことを考えてみよう。
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